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 吊ボルトM10

1. 吊ボルトの設置
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 天井ｽﾗﾌﾞ

 吊ボルトM10

2. ファンユニットの吊り込み

①吊ボルトのピッチを確認し、吊ボルトにフランジ付Ｍナット（Ｍ10）を通してください。

②ユニット本体（ユニットカバー＋ファン）を吊り込み、ユニットカバーが真っ直ぐ並ぶように調整し

座金、ダブルナットで固定します。

・水準器で長辺方向、短辺方向の水平度を確認してください。

◯使用上の注意

1.　ロングファンは屋内仕様です。水が機器に直接飛散する場所でのご使用はできません。

2.　ロングファンは高所に設置してご使用ください。低い所に設置しご使用になられますとけが、事故の原因となるおそれがあります。

　　低い場所に設置する場合は、人が立ち入らない場所に限定し、吹出口に安全グリル（オプション）を装着した上でご使用ください。

3.　使用温湿度範囲でご使用ください。記載条件外の場合は、不具合（回転不良、異音、破損、変形、焼損等）の原因になるおそれがあります。

4.　使用周囲環境で除外される場所は次のとおりです。

　　塩害地域、寒冷地域や冷蔵庫、冷凍庫など結氷するおそれのある場所

　　硫化ガスなど酸性またはアルカリ性ガスの発生、流入する場所

　　可燃性ガスの発生、流入、滞留のある、またはそのおそれのある場所

　　油煙、蒸気、煤塵、粉塵、砂塵、綿埃など多く発生する場所

5.　ファンの気流が他の機器や商品に影響を及ぼすような場所に設置しないでください。

6.　商品の改造はしないでください。故障の原因になり、事故やケガのおそれがあります。

1.　取付の際は取付方法、取付条件に記載する注意事項をお読みいただき正しく安全に取り付けてください。

◯取付上の注意

2.　本体は片側モーターで偏重心のため、必ず二人以上で両側を保持しながら設置してください。

3.　天井・壁直付けの場合は必ず床面に対し水平になるようとりつけてください。水平でない天井面に対し強固に直付けした場合、

　　本体にねじれが生じ不具合の原因になります。

5.　本体の設置は振動のない強度のあるところを選んで確実に行ってください。

6.　雨漏り、結露垂れのある場所では、建物側で防水処理など対策を施したうえでご使用ください。

7.　高所設置箇所の修理等で特別な足場が必要な場合は、お客様の費用負担となりますのでご了承願います。

8.　火災・感電のおそれがありますので、漏電ブレーカーを設置してください。

9.　モーター焼損防止のため、モーターブレーカまたは電磁開閉器（電磁接触器＋サーマルリレー）の過負荷保護装置をご使用ください。

　　過負荷保護装置は必ず1台ごとに取り付けてください。過負荷保護装置の選定は電流値の1.2倍を目安にしてください。

10.　モーターには過熱保護装置（自動復帰型サーマルプロテクタ―）が内蔵されています。周囲温度が基準より高くなっても自動的に回転が止まり、

　　温度が下がれば自動で回転復帰されますが、使用温度条件の範囲外でのご使用は不具合の原因となります。

11.　電気工事は必ず有資格者である電気工事士が内線規程や電気設備技術基準に従って行ってください。

1.　ご使用前やご使用中に異常がないか確認し、異常がある場合は使用を中止してください。ファンローター、軸受け、モーターの経年劣化により

◯定期点検および保守管理

　　破損したファンブレードの飛散による事故やモーターからの発煙・発火に至るおそれがあります。

4.　天井吊りの場合は必ず、機器本体に振れが生じないように振れ止め対策をしてください。

　　振れによる本体にねじれが生じ不具合の原因になります。

◯取付方法、取付条件
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3. 天井ボード施工

・天井ボードの下面が本体下端の高さを基準として、上下5mm以内となるように取り付けてください。

・天井ボードの開口穴は1,520X525となります。

828.5（天井ﾎﾞｰﾄﾞ開口）

207.6（天井ボード開口）

 天井ﾎﾞｰﾄﾞ

4.化粧パネル取付

・本体へパネル枠を取り付けてください。（M4タッピングビス×6本）

・本体へ化粧パネルを取り付けて下さい。（M4バインドネジ×6本）

 天井ﾎﾞｰﾄﾞ

本体

パネル枠

化粧パネル

 Ｍ4タッピングビス×6本 　

 Ｍ4バインドネジ×6本

  　

◯ファンユニット据付け後の風吹出方向可変

・ファンユニット本体据付け後に風吹出方向を可変する場合は、ユニット内のファン角度を調整ください。

・左右2か所の金具にある回転ナットを緩め、角度可変ナットを外し調整のうえ角度可変ナットを回転ナットとともに締め付けます。

 角度可変ナット

  　

真下吹出し

 回転ナット

  　

 ファン
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